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故山岸昭雄先生 をしのんで

それ は余 りに突然 の 出来事 で した。8月9日 午 前11時 、 中央 ア ル プス空木 岳 の登頂 を終 え下 山途 中、

先生 は深 い谷 に滑 落 し帰 らぬ人 とな って しまい ま した。超 人 的 な体 力 を持 って い る先 生 だ か ら 「いや 一

お っ ちゃ った よ」 と笑 いな が ら帰 って くると信 じてい た私 は、暫 く何 も手 につ かず悲 しみ に くれて い ま

した。

山岸先 生 と私 の 出逢 いは6年 半 前 、私 が4年 生で理 学部 の伊達 宗 行先 生 の研究 室 に配属 にな り、 山岸

先 生 に就 い て研究 をは じめ たの が最初 で す。 以来 公私 と もにた い へん お世話 にな り、学 問的 に も、 ま た

人 間的 に も非 常 に尊 敬 して いた先 生 で した。4年 生 の私 は 、 まず先 生 の 口癖 か ら工作 技 術 まで 、全 て を

真似 す るこ とか らは じめ ま した 。先 生 が私 た ちに何 か を頼 まれ ると きに よ く使 わ れ る 「あ の さ一 …… し

て くんね一 か な一」 とい うフ レー ズを 、伊達 研 の コソバの 時 に私 が真 似 した時 の恥 ず か しそ うな笑 顔 を

懐 か しく思 い 出 します。 先 生の 技術 を真 似 して 私 な りに考 え実験 装 置 を作 って も、必ず 先生 は 「こ こは

こ う した ほ うがい い ん じゃね一 の」 とお っ しゃ り、一度 で採 用 にな った記憶 はほ とん どあ りませ ん。

1987年 に極 限 物 質研 究 セ ソター が設立 され、 装置 も まば らな部屋 で よ く先 生 と共 に測定 用 の ケ ー ブル

を張 り巡 らせ た り、装 置 を立 ち上 げた り したの を思 い 出 します 。 当時 は、 セ ン ター までの距 離 が理学 部

か ら少 し遠 い ため か他 の学 生 はほ とん どセ ンター に寄 りつ かず 、 いつ も先生 と二 人 で作 業 して い た様 に

思 い ます。 山岸 先 生は一 人 き りで広 い部 屋 で仕 事 を されて い る と、 よ く歌 を 口ず さみ なが ら手 を動 か し

て い ま した。 ロシア民謡 の"ト ロイ カ"か ら石 原裕 次郎 さん まで その レパ ー トリーは広 い もの で した。

中 で も思 案 に くれ る と きの 決定 版 が青江 三奈 さん の"長 崎 ブル ー ス"の 一節 「ど～ す りゃいい の～ さ思

案橋 」 で した。 きっ と先 生 は一 人 き りだ と思 って声 高 らか に歌 ってお られ た んで しょ う。 それ を とな り

の部 屋 で聞 きなが ら、 笑い声 を押 さえ てい た もの で した。

極 限物 質研 究 セ ンター超 強磁場 部 門 も軌道 にの り、強 磁場 マ グネ ッ ト開 発 か ら生体 磁場 効 果 まで 、御

自身 の研究 もこれか らとい うときに逝か れた先 生の心 中 を察 す ると、 なん ともや りきれ な く、一方 で我 々

が頑 張 らね ば とい う思 いで 一杯 に な ります。 また御 家族 の胸 の 痛 みは計 り知 れ な い程 だ と推 察 い た しま

す。

山 を 自然 を愛 し、浪 漫 にあふ れ たお人柄 で あ る反 面 、学 問的 な議 論 で は厳 し く指 導 して頂 き ま した。

最 後 に先 生 へ の感謝 と哀 悼 の意 を表 して筆 を置 きたい と思 い ます 。 あ りが と うござい ま した。 そ して安

らか にお眠 り下 さい。

大 阪大 学低 温 セ ン ター
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